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挿
絵
俱
楽
部
（
＊
１
） 

連
絡 

（
昭
和
十
二
年
四
月
二
十
六
日
） 

 
 
 

 
 

（
32
） 

 

■
か
ね
て
御
報
告
し
ま
し
た
、
東
京
日
日
新
聞
社
学
芸
部
と
契
約
の
挿
絵
俱
楽
部
資
金

獲
得
の
為
の
仕
事
は
、
東
京
日
日
社
の
ご
好
意
に
依
っ
て
次
の
題
材
に
て
、
俱
楽
部
員

総
動
員
の
リ
レ
ー
風
な
試
み
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
今
後
に
か
け
て
も
俱
楽
部
資
金
事
の
小
手
試
し
と
な
り
、
且
つ
当
面
の
俱
楽

部
資
金
に
役
立
つ
こ
と
で
す
か
ら
、
御
協
力
を
得
て
万
全
の
効
果
を
納
め
た
く
存
じ
ま

す
。 

 

作
品
の
掲
載
面
は
、
東
京
日
日
新
聞
、
紙
面
第
三
面
左
上
に
細
長
く
四
段
、
一
日
に

二
人
づ
つ
登
場
し
て
五
月
上
旬
よ
り
順
次
掲
出
の
約
束
で
す
。
こ
の
間
原
稿
を
途
絶
す

る
こ
と
は
最
も
禁
物
で
す
か
ら
、
幾
重
に
も
御
高
意
を
得
度
く
存
じ
ま
す
。 

■
題
材
は
来
る
べ
き
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
（
＊
２
）
を
目
標
と
し
て
の
東
京
の
都
市
美
及
び
都

市
醜
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
一
日
に
美
醜
両
面
を
絵
と
短
文
を
以
て
俱
楽
部
員
が
提
出
す

る
わ
け
で
、
先
日
例
会
の
節
に
取
敢
え
ず
出
席
者
の
間
に
て
上
図
の
如
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
定
め
ま
し
た
。 

 

 

未
識
の
場
所 

渋
谷 

 

四
谷 

 

池
袋 

 

新
橋 

 

神
田 

 

日
本
橋 

 

両
国 

 

本
所
深
川 

歌
舞
伎
座
（
劇
場
附
近
） 

 

砧
村
附
近 

 

吉
原 

 

赤
坂 

 

愛
宕
山 

  

  

以
上
は
何
れ
も
制
作
に
着
手
し
ま
す
。 

 

つ
い
て
は
、
上
記
の
内
、
美
醜
何
れ
な
り
と
も
欠
け
た
る
分
を
、
例
会
に

御
出
席
な
か
り
し
諸
兄
に
て
御
補

お
ぎ
な

ひ
被
下
度

く
だ
さ
る
べ
く

、
或
ひ
は
以
上
以
外
の
東
京
都

の
部
分
の
美
醜
を
御
扱
ひ
下
す
つ
て
も
よ
ろ
し
く
、
適
当
に
御
打
合
せ
の
上

先
づ
御
希
望
を
御
知
ら
せ
下
さ
い
。
こ
の
係
は
企
画
部
、
木
村
荘
八
、
寺
本

忠
雄
、
河
野
通
勢
、
田
中
咄
哉
州
が
当
り
ま
す
。 

■

〆・

切・
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日
日
社
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予
定

・
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対
照

・

・

の・

上
先

・

・

づ・

四
月

・

・

末
日

・

・

と・

定
め

・

・

順

次

荏
苒

じ
ん
ぜ
ん

す
る
と
こ
ろ
無
く
原
稿
を
聚あ

つ

め
て
行
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
御
配
意
願
上
ま
す
。 

 

猶
こ
の
稿
料
は
一
日
二
人
分
、
稿
出
一
回
二
十
円
也
の
約
束
で
す
。 
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蕗
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小
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／ 

富
永 
謙
太
郎 

小

川

清 

葭 

／ 

志
村
立
美 

木

村

荘

八 
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／ 

寺
本 
忠
雄 

野

村

俊

彦 
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／ 
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因
み
に
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
は
合
作
一
点
二
人
分
に
つ
い
て
一
頁
十
五
円
也
の
約
束
で
し

た
。
合
計
概
算 

三
百
円
程
の
資
金
が
こ
の
双
方
で
集
ま
る
予
算
と
な
つ
て
ゐ
ま
す
。

こ
の
詳
細
は
次
の
例
会
に
御
報
告
出
来
る
で
せ
う
。 

そ
れ
と
、
日
々
の
分
に
は
顧
問
の
両
先
生
も
出
場
さ
れ
一
般
的
都
市
美
を
鏑
木
清
方

先
生
、
都
市
醜
を
小
杉
放
庵
先
生
が
受
け
持
つ
て
下
さ
い
ま
す
。 

 

以
上 

 

細
か
き
こ
と
、
原
稿
取
り
ま
と
め
の
こ
と
等
に
は
山
本
敏
君
が
当
り
ま
す
。
御

問
合
せ
御
打
合
せ
に
は 

電
話
（
赤
坂
）
〇
三
五
五 

挿
絵
俱
楽
部
仮
事
務
所 

寺

本
宛
御
願
ひ
申
し
ま
す
。 

 附
記 

画
面
の
大
き
さ
は
縦
九
寸 

幅
横
四
寸
三
分
（
先
日
ま
で
政
治
博
の
載
つ

て
ゐ
た
処
）
。
こ
れ
を
二
人
に
て
受
持
つ
の
で
す
か
ら
、
一
人
で
は
縦
四
寸
五
分 

横
四
寸
三
分
と
な
り
ま
す
。 

 

 

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
六
日 

挿
絵
俱
楽
部 

     

＊
１ 

挿
絵
俱
楽
部
：
挿
絵
画
家
四
十
余
名
が
団
結
し
て
挿
絵
俱
楽
部
を
組
織
し
、 

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
）
五
月
十
六
日
に
東
京
、
丸
の
内
マ
ー
ブ
ル
に

お
い
て
結
成
式
を
行
っ
た
。 

＊
２ 

「
来
る
べ
き
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
」
：
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
に
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
日
中
戦
争
勃
発
の
た
め
、
昭
和
十

三
年
（
一
九
三
八
年
）
日
本
政
府
は
開
催
を
返
上
し
た
。 

   

  

品 

              


